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Abstract：While being based on a historical process and looking back upon the relation between a 
school and a guardian in recent years, a mutual relation is considered through the actual condition of 
a “bullying problem” in recent years and a “school guardian problem”, and both production of a good 
relation set focusing on the child is considered.
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護者関係も協力から不信・非協力・対立へと複雑化し ,
学校側への不満・批判の増大とともにその力関係も学
校 主動型から大きく逆転してきた。本稿では , 学校と
保護者の関係を歴史的過程を踏まえ振り返るとともに ,
近年の「いじめ問題」や「学校保護者問題」の実態を














とってきた。ところが , 近年 , 校内暴力 , 不登校 , いじめ ,













と先生の会』を提案した。1947（昭和 22）年 , 文部省
が都道府県に配布した『父母と先生の会』資料には ,「学
校 , 家庭 , 社会という三っの場所が連絡を持たず , ばら
ばらになっていることが多い。これでは子供達の教育
が実を結ぶことは出来ない。お互いに連絡し , 子供達に
与える影響を考え , 補い合うことが必要である」, 従来














　特に ,1960 年代～ 70 年代にかけては第一次ベビー
ブーム世代の子どもたちの高校進学をめぐり「15 の春
を泣かすな」という掛け声のもと , 学校と保護者が手を
携え , 公立高等学校新増設運動や 1970 年代末から 80
年代以降に継続して発生した中学校校内暴力問題では
親が学校と協力・連携し , その鎮静化に大きな役割を果



























































の 1994（平成 6）年（いじめ問題第二の波）には , 愛
知県西尾市東部中学校 , 大河内清輝君（13 歳）がいじ
めグループによってリンチや百数十万円の金銭まで奪
われ , いじめ自殺をした。学校側は「突然死」と発表し
たが , 後日遺書が発見され , 現金を要求する深刻な被害
が衝撃を与え , 再度学校や教師は厳しい批判を受けるこ
とになった。
















　しかし , いじめ問題は 2006 年（平成 18）年（第三
の波）には , 福岡県筑前町の中学生 , 北海道滝川市のい
じめ自殺事件では , 教育委員会が「いじめはなかった」










　ところで , 子どもの教育権は , 親にあるのか , 学校に
あるのかを巡り , 法廷で教育基本法の解釈や根拠をめぐ
り論争されるすることもあった。






























　校内暴力は 70 年代末から 83（昭和 58）年頃にかけ
てピークを迎えるが , 徐々に減少をしていく。それに代




　1980 年代以降 , 対教師暴力を含めて校内暴力問題と
並んで , これまでの制服 , 頭髪（丸刈り , パーマ , 茶髪）
など細かい校則に対して生徒や保護者からの批判が強

























で , ①校則が子どもの実態・保護者の考え方に , 社会の
通念を踏まえたものになっているか , ②懲戒が制裁にな






の観点に沿って , 子どもたちの集会 , 発言が制限されて
いたことについて , 日本弁護士連合会や保護者からの問






解明 , 原因分析の為には , 学校・教師が「第三者委員会」
から事実調査の対象にされる体制ができつつある。
　ちなみに , いじめの規定を巡っても , いじめられる被
害者である児童生徒や保護者の立場への理解が進み , 文
部省の「児童生徒の問題行動党生徒指導上の諸問題に






に立 場 に 立 っ て 行 う 」 こ と と 規 定 に 加 え ら れ た。
そして ,2006 （平成 18）年には「一定の人間関係の











　さらに , 不登校に目を転ずると , いじめの第二の波以
降８万人を越し ,1995（平成７）年度から文部省は全
国の中学校に「スクールカウンセラー」の配置試行を
始め , 現在ほぼ各中学校や一部の高等学校 , 小学校にも
「スクールカウンセラー」が配置され , これにより児童


























































































であったため , 生徒や保護者は入試先学校決定の際 ,10
段階評価に割り振られる我が子の内申書の成績に一喜

































































は , 精神疾患者の割合 2001（平成 13）年度の 5200 人
のうち 2503 人（48％）から ,2009（平成 21 年）年度
8600 人のうち ,5407 人（62％）で ,10 年間で 2.8 倍








育委員会は , 弁護士 , カウンセラー , スクールソーシャ












　2011（平成 23）年に , 我々がセカンドステージに直
面した学校における保護者対応がどのような状況を迎
えているのかその実態を把握し , 今後学校 , 教育委員会
が取り組むべき課題を明らかにすることを目的に全国
の小学校・中学校・高等学校（1800 校）調査を実施し








　これまで見てきたように , 学校と保護者とは , 学習指
導 , 生徒指導 , 進路指導 , 部活動 , 学校行事 , 成績の情報
開示等学校教育活動や校則など規則・規制等各般にわ














































疾患 , 病欠 , 退職 , 自死まで追い込まれる理不尽な事案
が生起し , クレーム対応マニュアルも「傾聴とお詫び」
だけではなく悪質な事案への高度な対応のためのマ
ニュアル（東京都 , 横浜市 , 大阪府各教育委員会発行）
が作成されだしたことである。解決困難な複雑な事案
の対応には , 教師だけでなく , カウンセラー , スクール


















は ,2007（平成 19）年には学校教育法が改正され 42










（2013 年現在 1570 校）
コミュニティー・スクールは , 任命された保護者や地域
住民が権限（人事権も含む）と責任を持って , 学校運営
に参加していく制度である。しかし , 教育委員会 , 校長
や学校関係者には抵抗を感じる方々も多く , 一部でしか
進まないのが現状である。















　本稿では , 学校と保護者の関係について , 戦後の
1970 年以降の経過を見てきた。特に , 学校がこれまで
経験してこなかった校内暴力 , 不登校（登校拒否）, い
じめ問題が生起しだした 1980 年代以降 , また保護者か
らの評価・成績に関する情報開示請求などのアカウン
























































　今 , 最も求められていることは , 急激に社会が変化し
価値観が変わりつつあるが , 学校・教師と保護者が , 学
校や家庭での新たな問題の発生があっても , 子どもを間
に据えて学校側と保護者側が時には顔を合わせ , 子ども































　2010（平成 23）年からは , 学校と保護者の関係はさ
らに混乱し複雑化する時代に入ったと考えなければな





















ラブルを起こし , 両者が混乱し , いじめがさらに陰湿化
する可能性もあるからである。








質を持ち , 学校は信頼しにくいように見える。他方 , 学
校側から保護者を見れば , 家庭の教育力は低下し , 保護
者は我が子の事だけを考え理不尽で集団活動では無理
な多様な要求やクレームを言い , 学力向上も進まず , 生




























































ことなく , 正面から生徒 , 保護者に向かい合うという意
識を持たなくてはならない。学校が子ども達と一緒に
やっていく , 子どもと共に考えていくという姿勢を決し
て忘れてはならない。」という提言を紹介し本稿を締め
たい。
